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市
で
は
、
市
の
長
期
総
合
計
画

「
水
と
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
東

久
留
米
」
を
実
現
す
る
た
め
の
一

つ
の
手
段
と
し
て
、
行
政
評
価
制

度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
評
価
は
、
７
つ
の
政
策
の

下
に
体
系
付
け
を
し
た　

の
施
策

３５

と
約
７
５
０
に
上
る
事
務
事
業
が
、

お
の
お
の
の
目
標
を
達
成
す
る
の

に
ど
れ
だ
け
成
果
を
上
げ
て
い
る

か
を
評
価
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は　

年
度
に
行
っ
た
施
策

１８

の
評
価
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

　

評
価
は
、
単
に
施
策
の
コ
ス
ト

削
減
だ
け
で
は
な
く
、
施
策
の
目

的
、
成
果
、
市
と
市
民
の
役
割
、

市
の
コ
ス
ト
負
担
、
市
の
裁
量
余

地
に
視
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
に
向
け
た
施
策
の
方
向

２０
の
決
定
に
は
、
こ
の
評
価
結
果
が

　

行
政
相
談
週
間
中
、
行
政
相

談
制
度
を
広
く
皆
さ
ん
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
広
報
や

関
係
行
事
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
行
政
相
談
委
員
が

次
の
通
り
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
国
の
仕
事
等
に
つ
い

て
「
説
明
に
納
得
で
き
な
い
」

「
処
理
が
間
違
っ
て
い
る
」
な

ど
の
苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
【
開
設
日
時
】　

月　

日（
金
）

１０

１９

午
後
１
時
半
〜
４
時

　
【
開
設
場
所
】市
役
所
１
階
屋

内
ひ
ろ
ば

　
【
相
談
内
容
】
年
金
、
保
険
、

福
祉
、
道
路
、
郵
便
、
旅
客
運

　

税
務
署
で
は
、
事
業
所
得
や
不

動
産
所
得
の
あ
る
方
に
青
色
申
告

を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

青
色
申
告
は
、
記
帳
す
る
こ
と

に
よ
り
事
業
の
経
営
状
態
が
分
か

る
と
と
も
に
、
税
金
面
で
も
、
①

　

請
求
期
限
は　

年
３
月　

日
で

２０

３１

す
。
こ
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
法
律

の
規
定
に
よ
り
、
特
別
弔
慰
金
を

受
け
る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。

　
【
対
象
】戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

の
ご
遺
族
で
、　

年
４
月
１
日
に

１７

お
い
て
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金

　

消
防
法
第
８
条
に
基
づ
き
、
一

定
規
模
以
上
の
人
員
を
収
容
す
る

建
物
ま
た
は
施
設
の
所
有
者
等

（
所
有
･
占
有
･
管
理
）
は
、
本

人
ま
た
は
監
督
的
な
地
位
に
あ
る

「
一
定
の
資
格
」を
持
つ
方
を「
防

火
管
理
者
」
と
し
て
選
任
し
、
消

防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
「
一
定
の
資
格
」

の
一
つ
が
防
火
管
理
者
資
格
講
習

を
修
了
す
る
こ
と
で
す
。

輸
関
係
な
ど

　
【
行
政
相
談
委
員
】小
山
正
勝

（
電
話
４
７
１
・
３
９
５
５
）、

篠
宮
松
美
（
電
話
４
６
５
・
１

８
３
９
）、
岡
部
佳
子
（
電
話
４

７
４
・
０
３
７
９
）
の
各
氏

　

※
こ
の
ほ
か
、
総
務
省
東
京

行
政
評
価
事
務
所
の
「
行
政
苦

情
１
１
０
番
」＝�
０
５
７
０
・

０
９
０
１
１
０（
フ
ァ
ク
ス　

・
０３

５
３
３
１
・
１
７
６
１
）
▽
東

京
総
合
行
政
相
談
所
（
西
武
百

貨
店
池
袋
店
７
階
。
休
業
日
を

除
く
毎
日
）
＝�
　

・
３
９
８

０３

７
・
０
２
２
９
で
も
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
課
広
聴
担
当

�
４
７
０
・
７
７
０
８
へ
。

（
水
）
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
２

階
）、
中
央
・
滝
山
・
東
部
・
ひ
ば

り
が
丘
の
各
図
書
館
、
下
里
・
南

町
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
室
、

野
火
止
地
区
セ
ン
タ
ー
図
書
室
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
企
画
調
整
課
行
財
政

等
担
当�
４
７
０
・
７
７
０
２
へ
。

　

月
３
日
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

１０

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
行
政
評
価
の
結
果
を
公

表
し
、
市
の
行
政
運
営
の
状
況
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。

　

施
策
評
価
表
は
、　

月
３
日

１０

記帳は簡単・大きな特典

青
色
申
告
特
別
控
除
②
青
色
事
業

専
従
者
給
与
の
適
用
（
届
け
出
が

必
要
）
③
純
損
失
の
繰
越
控
除
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が
あ
り
、
大
変

有
利
な
制
度
で
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
青
色
申
告
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
青
色
申
告
を
さ
れ
る
場

合
は
、
税
務

署
に
青
色
申

告
承
認
申
請

書
を
提
出
す

る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

申
請
書
の
記
載
方
法
、
記
帳
の

仕
方
、
そ
の
他
内
容
に
関
す
る
詳

細
は
東
村
山
税
務
署
個
人
課
税
第

１
部
門
審
理
指
導
担
当�
０
４

２
・
３
９
４
・
６
８
１
１
（
内
線

４
１
５
）
へ
。

　
　

月　

日
（
木
）
〜　

日
（
土
）

１０

１１

２０

の　

日
間
、
全
国
一
斉
に
地
域
安

１０

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
優
先
順
位
の
ご

遺
族
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

①
弔
慰
金
受
給
権
者

　

②
戦
没
者
等
の
子

　

③
父
母

　

④
孫

　

⑤
祖
父
母

　

⑥
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生

計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
方

等
は
除
く
）

　

⑦
③
〜
⑥
以
外
の
父
母
、
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

　

⑧
①
〜
⑦
以
外
の
三
親
等
内
親

族
（
戦
没
者
等

の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
１
年

以
上
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方
に
限
る
）

　
【
給
付
内
容
】
額
面　

万
円
、　

４０

１０

年
償
還
の
記
名
国
債

　

詳
し
く
は
福
祉
総
務
課�
４
７

０
・
７
７
４
１
へ
。

　

東
久
留
米
消
防
署
で
は
、
防
火

管
理
者
資
格
講
習
会
を
次
の
通
り

実
施
し
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
水
）・　

１１

２１

２２

日
（
木
）
の
２
日
間
、
い
ず
れ
も

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
【
会
場
】
東
久
留
米
消
防
署

　
【
講
習
の
種
類
】甲
種
防
火
管
理

者
資
格
講
習

　
【
対
象
･
定
員
】市
内
在
住
･
在

勤
の
方
、　

人
５０

全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

地
域
安
全
運
動
は
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
と
警
察
、
防
犯
協
会
、

自
治
体
、
関
係
機
関
な
ど
の
関
係

団
体
が
一
体
と
な
っ
て
「
安
全
で

明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の

で
す
。

　

運
動
の
統
一
重
点
は
次
の
通
り

で
す
。

　

①
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
の
防
止

　

②
振
り
込
め
詐
欺
や
還
付
金
詐

欺
の
被
害
の
防
止

　

③
侵
入
窃
盗
、
ひ
っ
た
く
り
お

よ
び
性
犯
罪
の
被
害
防
止

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
犯
罪
を
寄
せ

付
け
な
い
防
犯
対
策
を
考
え
、「
安

全
で
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く

り
」
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

特
別
弔
慰
金

防
火
管
理
者

　
　

資
格
講
習
会
を
実
施

　
【
対
象
と
な
る
建
物
ま
た
は
施

設
】
①
店
舗
、
飲
食
店
、
病
院
な

ど
で
収
容
人
員
が　

人
以
上
の
施

３０

設
　

②
共
同
住
宅
、
事
務
所
な
ど
で

収
容
人
員　

人
以
上
の
施
設

５０

　
【
費
用
】
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

実
費
）

　

申
し
込
み
は　

月　

日
（
月
）

１０

１５

〜　

日
（
金
）
に
、
写
真
２
枚

２６
（
脱
帽
･
無
背
景
、
縦
３��
×

横
２
・
４��
）
と
認
め
印
を
持

参
の
上
、
直
接
東
久
留
米
消
防
署

予
防
課
指
導
調
査
係
へ
。

　

詳
し
く
は
同
係�
４
７
１
・
０

１
１
９
へ
。

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設

「
施
策
評
価
表
」
を
公
表

　

月月　

日日（
月
）〜

（
月
）〜　

日（
日
）は

日（
日
）は
行
政
相
談
週
間

行
政
相
談
週
間

１０１０

１５１５

２１２１

請
求
は
お
済
み
で
す
か
？

青色申告で
事業発展を！

この１年間、行政はどのように運営されたのか（上は１７年度のもの）
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８
月　

日
〜　

日
の
期
間
、

２０

２３

福
島
県
福
島
市
で
開
催
さ
れ

た
第　

回
全
国
中
学
校
ハ
ン

３６

ド
ボ
ー
ル
大
会
で
、
市
立
西

中
学
校
女
子
チ
ー
ム
が
優
勝

し
大
会
３
連
覇
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

今
大
会
の
優
勝
は
こ
と
さ

ら
心
に
残
る
も
の
で
し
た
。

出
場
校
の
レ
ベ
ル
は
一
段
と

高
く
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世

界
の
厳
し
さ
を
垣
間
見
た
感

じ
で
し
た
。
私
は
準
々
決
勝

の
応
援
を
し
ま
し
た
が
、
ま

さ
に
手
に
汗
握
る
試
合
で
し

た
。
前
後
半
の　

分
の
試
合

５０

時
間
で
決
着
が
つ
か
ず
、
２

度
の
Ｔ
Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
の
Ｐ

Ｋ
戦
の
よ
う
に
ゴ
ー
ル
７
メ

ー
ト
ル
の
所
か
ら
の
ス
ロ
ー

イ
ン
グ
）
で
よ
う
や
く
準
決

勝
進
出
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

西
中
の
選
手
は
、
市
内
で

会
っ
て
も
き
ち
ん
と
あ
い
さ

つ
を
し
て
く
れ
る
素
晴
ら
し

い
子
ど
も
た
ち
で
す
。
こ
れ

は
西
中
に
限
ら
ず
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
の
ひ
と
つ
の
効

用
だ
と
思
い
ま
す
。
厳
し
い

練
習
に
耐
え
て
得
た
も
の－

そ
れ
は
優
勝
と
い
う
栄
光
だ

け
で
な
く
、
感
動
や
思
い
や

り
、
忍
耐
そ
し
て
素
晴
ら
し

い
仲
間
だ
っ
た
り
す
る
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は

こ
れ
か
ら
の
人
生
で
か
け
が

え
の
な
い
宝
物
と
な
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

素
晴
ら
し
い
３
連
覇
を
成

し
遂
げ
た
選
手
た
ち
に
心
か

ら
の
敬
意
と
感
謝
を
、
そ
し

て
選
手
た
ち
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
関
係
者
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誰
も
が

ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
こ
と
で
、

人
生
を
よ
り
豊
か
に
過
ご
せ

る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

市
内
の
高
齢
者
が
地
域
で
い
つ
ま

で
も
元
気
に
暮
ら
し
続
け
て
い
く

た
め
に
、
市
が
委
託
し
て
い
る
相

談
機
関
で
す
。「
介
護
の
相
談
」
か

ら
「
老
化
予
防
」
ま
で
保
健
福
祉

の
専
門
職
が
高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま

　

市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
、
地
域
で
孤
立
し

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

知
っ
て
い
ま
す
か

な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
担
当

地
区
は
下
表
の
通
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護
サ

ー
ビ
ス
係
（
内
線
２
５
５
３
〜
２

５
５
６
）
へ
。

が
ち
な
高
齢
者
が
安
心
し
て
在
宅

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、 　

歳
以
上
の
「
一
人
暮
ら
し
」
お

７５よ
び
「
高
齢
者
の
み
の
世
帯
」
の

方
を
直
接
訪
問
し
、
聞
き
取
り
を

す
る
高
齢
者
あ
ん
し
ん
生
活
調
査

を
一
部
の
地
域
で
実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め

の
大
切
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
ま

高
齢
者
あ
ん
し
ん
生
活
調
査

保
健
福
祉
の
専
門
家
に
何
で
も
相
談
!

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
伺
い
ま
す 

す
。

　

対
象
地
区
の
世
帯
に
は
訪
問
前

に
通
知
し
て
か
ら
伺
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
担
当
地
区
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
右
表
参
照
）

ま
た
は
介
護
福
祉
課
介
護
サ
ー
ビ

ス
係
（
内
線
２
５
５
３
）
へ
。

地域包括支援センター所在地と担当地区

担当地区所在地・電話番号区　分

上の原、神宝町、金山町、
氷川台、大門町、東本町、
新川町、浅間町、小山

大門町２－１０－５
�４７３・９９９６

東部地域包括
支援センター

学園町、ひばりが丘団地、
本町、幸町、中央町、南沢、
前沢一～三丁目、南町

幸町１－１９－５
�４７０・８１８６

中部地域包括
支援センター

前沢四・五丁目、滝山、下
里、柳窪、野火止、八幡町、
弥生

下里４－２－５０
�４７２・０６６１

西部地域包括
支援センター

　

詳
し
く
は
田
無
警
察
署
生
活
安

全
課
防
犯
係�
４
６
７
・
０
１
１

０
ま
た
は
市
総
務
部
総
務
課
庶
務

係�
４
７
０
・
７
７
１
４
へ
。

「守ろうよ　わたしの好きな　街だから」

地域安全運動を実施


